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Ⅰ ファンドの運用状況

１.

(1)資産内訳 （百万円未満切捨て）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
百万円 % 百万円 % 百万円 %

(2)設定・交換実績 （千口未満切捨て）

千口 千口 千口 千口

(3)基準価額
口当り基準価額

百万円 百万円 百万円 円

２．会計方針の変更
① 会計基準等の改正に伴う変更 有・無
② ①以外の変更 有・無
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当中間計算期間末
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現金・預金・その他の資産
（負債控除後）

主要投資資産 合計（純資産）
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社債券

平成28年1月中間期の運用状況　(平成27年7月9日～平成28年1月8日)

東証

（（③/当中間計算期間末（前計算期末）
発行済口数）×1)

0 1,636
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Ⅱ 中間財務諸表等
金価格連動型上場投資信託

（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第 8期

(平成 27年 7月 8日現在)

第 9期中間計算期間末

(平成 28年 1月 8日現在)

資産の部

流動資産

コール・ローン 60,764,405 41,638,070

社債券 6,422,639,000 5,908,895,800

未収利息 114 79

その他未収収益 - 2,968,608

流動資産合計 6,483,403,519 5,953,502,557

資産合計 6,483,403,519 5,953,502,557

負債の部

流動負債

未払受託者報酬 1,840,270 1,674,899

未払委託者報酬 16,562,376 15,074,000

その他未払費用 364,540 329,759

流動負債合計 18,767,186 17,078,658

負債合計 18,767,186 17,078,658

純資産の部

元本等

元本 4,169,027,408 4,169,027,408

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 2,295,608,925 1,767,396,491

元本等合計 6,464,636,333 5,936,423,899

純資産合計 6,464,636,333 5,936,423,899

負債純資産合計 6,483,403,519 5,953,502,557

（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

第 8 期中間計算期間

自 平成 26 年 7月 9日

至 平成 27 年 1月 8日

第 9期中間計算期間

自 平成 27年 7月 9日

至 平成 28年 1月 8日

営業収益

受取利息 24,624 14,134

有価証券売買等損益 594,068,100 △513,743,200

その他収益 2,281,489 2,968,608

営業収益合計 596,374,213 △510,760,458

営業費用

受託者報酬 2,193,583 1,674,899

委託者報酬 19,742,190 15,074,000

その他費用 1,788,955 703,077

営業費用合計 23,724,728 17,451,976

営業利益又は営業損失（△） 572,649,485 △528,212,434
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経常利益又は経常損失（△） 572,649,485 △528,212,434

中間純利益又は中間純損失（△） 572,649,485 △528,212,434

一部交換に伴う中間純利益金額の分配額又は一部交

換に伴う中間純損失金額の分配額（△）
- -

期首剰余金又は期首欠損金（△） 2,696,092,520 2,295,608,925

剰余金増加額又は欠損金減少額 - -

剰余金減少額又は欠損金増加額 - -

分配金 - -

中間剰余金又は中間欠損金（△） 3,268,742,005 1,767,396,491

（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.運用資産の評価基準及び評価方法 社債券

原則として時価で評価しております。

時価評価にあたっては、価格情報会社の提供する価額等で評価しております。

２.費用・収益の計上基準 有価証券売買等損益

約定日基準で計上しております。

３.金融商品の時価等に関する事項の補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること

もあります。

４.その他 当ファンドの中間計算期間は、平成 27 年 7 月 9 日から平成 28 年 1 月 8 日までと

なっております。

（中間貸借対照表に関する注記）

第 8期

平成 27 年 7月 8日現在

第 9期中間計算期間末

平成 28 年 1 月 8日現在

１. 計算期間の末日における受益権の総数 １. 中間計算期間の末日における受益権の総数

1,636,196 口 1,636,196 口

２. 計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の額 ２. 中間計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の

額

1口当たり純資産額 3,951 円 1 口当たり純資産額 3,628 円

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

第 8期

平成 27 年 7月 8日現在

第 9期中間計算期間末

平成 28 年 1 月 8日現在

１．貸借対照表計上額、時価及び差額 １．中間貸借対照表計上額、時価及び差額

貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価し

ているため、貸借対照表計上額と時価との差額はありませ

ん。

中間貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評

価しているため、中間貸借対照表計上額と時価との差額は

ありません。

２．時価の算定方法 ２．時価の算定方法

社債券

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

社債券

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

（その他の注記）

１ 元本の移動

第 8期

自 平成 26 年 7月 9日

至 平成 27 年 7月 8日

第 9期中間計算期間

自 平成27 年 7月 9 日

至 平成28 年 1月 8 日

期首元本額 5,290,053,132 円期首元本額 4,169,027,408 円

期中追加設定元本額 0 円期中追加設定元本額 0円

期中一部交換元本額 1,121,025,724 円期中一部交換元本額 0円
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２ デリバティブ取引関係

該当事項はありません。


